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れ
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緑
と
、
清
ら
か
な
流
れ
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豊
か
な
恵
み
が
独
自
の
文
化
を
育
み

大
き
く
発
展
し
て
き
た
関
市

ま
る
で
翼
を
広
げ
た
よ
う
な
地
形
に
は

多
様
な
環
境
が
混
在
し

見
事
な
調
和
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
通
じ
て

い
き
い
き
と
し
た
潤
い
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

未
来
へ
と
は
ば
た
き
ま
す
。
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み
ん
な
で
手
を
と
り
あ
い
、

　
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち

3
エ
リ
ア
の
輝
き
が
響
き
合
い

　
　
　
豊
か
な
未
来
へ
と
は
ば
た
く

行
き
か
い
、
ふ
れ
あ
い
、

　
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
ま
ち

伝
統
の
わ
ざ
と
新
し
い
技
術
が
織
り
な
す

　
力
強
い
産
業
の
ま
ち

人
と
地
球
が
共
生
で
き
る

　
安
全
・
安
心
で
快
適
な
ま
ち

郷
土
を
誇
り
に
思
い
、
豊
か
な
心
と

　
志
を
持
つ
市
民
が
育
つ
ま
ち

改
革
と
協
働  

行
政
目
線
か
ら
市
民
目
線
、

　
管
理
か
ら
経
営
へ
の
転
換

  

第
4
次
総
合
計
画

  

エ
ピ
ロ
ー
グ

  

市
民
改
革
二
〇
一
一

　平成12〜平成17年国勢調査において日
本の人口重心地は関市内にあり、関市はま
さに日本のまん真ん中に位置します。

　古くから東西文化の要衝にあり、京都か
ら飛騨に通じる交通の分岐点として栄え、
この地に関所が置かれ、「関」の地名の起こ
りとなったといわれています。
　現在では東海環状自動車道と東海北陸自
動車道がつながり、中濃圏域の核として産
業・観光・文化などに交流・連携が期待さ
れています。

人口重心地のまち

関市は、関東と関西の分岐点

［意味］翼を大きく広げて飛び舞う

関市は、鳥が翼を広げたような地形。
未来へ向けて大きくはばたく市の姿
を象徴しています。　

ショウ【翔】



　

関
の
刃
物
の
歴
史
は
古
く
、
鎌
倉
時
代

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
刀
祖
・
元
重
が

関
へ
移
り
住
み
、
刀
鍛
冶
を
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
長

良
川
と
津
保
川
が
流
れ
る
こ
と
か
ら
水
運

の
便
も
よ
く
、
刀
作
り
に
は
適
し
た
条
件

を
備
え
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
次
第
に
多
く
の
刀
匠
が
集
ま
る
よ
う

に
な
り
、
室
町
時
代
に
は
３
０
０
人
を
数

え
る
ま
で
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
最
盛
期
に
は「
関
の
孫
六
」と
し
て
名

高
い
兼
元
や
、
兼
定
、
兼
房
な
ど
の
名
刀

匠
を
輩
出
し
、
技
を
競
い
合
う
中
で
独
特

の
鍛
錬
法
が
誕
生
。
名
刀
の
一
大
産
地
と

し
て
、
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
の
で
す
。

　
「
折
れ
ず
曲
が
ら
ず
よ
く
切
れ
る
」と

評
価
が
高
く
、
特
に
鋭
い
切
れ
味
で
武

士
に
愛
さ
れ
て
い
た
関
の
日
本
刀
。
そ

の
卓
越
し
た
技
術
は
今
も
連
綿
と
伝
え

ら
れ
、
現
代
の
刃
物
産
業
の
中
に
し
っ

か
り
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。

七
百
余
年
の
歴
史
と
伝
統

【伝統の刃物産業】

1
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◆ ◆ ◆ 日本刀の製造工程 ◆ ◆ ◆

　

関
の
刀
鍛
冶
は
、
時
代
の
移
り
変
わ
り

と
と
も
に
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
き
ま
し

た
。
明
治
9
年
に
廃
刀
令
が
発
布
さ
れ
る

と
、
多
く
が
刀
の
生
産
か
ら
家
庭
用
刃
物

に
転
向
し
、
現
在
の
姿
へ
と
発
展
し
た
の

で
す
。
関
の
刃
物
は
日
本
国
内
で
圧
倒
的

な
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
お
り
、
海
外
へ
も
輸

出
。
今
や
ド
イ
ツ
の
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
と
並

ぶ
世
界
的
な
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
成
長
し
た
背
景
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
高
い
品
質
。
古
く
か
ら
刀
匠
に

よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術
が
今
に

生
き
続
け
、
実
用
性
と
芸
術
性
を
兼
ね
備

え
た
刃
物
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

平
成
20
年
に
は
、
特
許
庁
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
認
定
を
受
け
て「
関
の
刃
物
」が
登

録
商
標
と
な
り
ま
し
た
。
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
な
が
ら
、
更
な
る
躍
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

ク
ロ
ー
ズ
アッ
プ

【
伝
統
の
刃
物
産
業
】

産
業

1

関鍛冶伝承館
匠の技を今に伝える、多角的な展示が盛りだくさん。日本刀や関鍛
冶の歴史をはじめ、近現代の刃物製品、関はもちろん国内外のナイ
フ作家による作品など、刃物文化の魅力を存分に楽しむことができ
ます。古式日本刀鍛錬・外装技能師による実演が行われることもあり、
見事な匠の技が目前で披露されます。

岐阜県刃物会館
関の刃物を買い求めるのに便利な施設。1階に広がる直売所には、
約2,000点もの刃物製品がズラリ。多種多様なアイテムが市価の
2割引程度で手に入ります。2階ではメーカーごとに優秀な刃物
が展示され、ゆっくりと見比べることができます。

刃物まつり
刀祖・元重の遺徳を偲ぶ
とともに刃物のまちの発
展を祈り、体育の日の前
の土・日曜日に行われま
す。本町通りを主会場と
する大廉売市をはじめ、
古式日本刀鍛錬やアウト
ドアナイフショーなど盛
りだくさん。刀都を象徴
する一大イベントです。

世
界
に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド

1.砂鉄
砂鉄と炭を熱して鉄のかたま
りを作ります。（たたら製鋼法）

2.玉鋼（たまはがね）
「たたら」でできた鋼のうち良
質な部分（玉鋼）が刀の材料と
なります。

3.積み沸し
玉鋼を熱し、厚さ3〜6㎜に
平たく打って板状にします。
それを小さく割ってかたさを
調べ、かたさごとに1,300℃
ぐらいの熱で溶かし1枚の鋼
にします。ぬれた和紙につつ
んで「泥灰」をかけるのは鋼の
表面と内部が均一に加熱され
るようにするためです。

4.折り返し鍛錬
鋼を1,200〜1,300℃に熱
し、大鎚でたたいては折り返
します。このとき鋼の中の不
純物はたたき出され、火花と
なって飛び散ります。

5.固め（造込み）
刀は様々なかたさの鋼が組み
合わされています。関伝の特
徴として「四方詰め」という造
り込みがあります。

6.素延べ
固めた鋼を熱し、小鎚でたた
いて刀の形にのばします。

7.火造り
素延べしたものを熱し、刃に
なる部分、みねになる部分の
形を打ち出していきます。

8.荒仕上げ
やすりやせんを使って刀に
残っているでこぼこを修正し
ます。長年のカンが大切な仕
事です。

9.土取り・土置き
粘土と松炭で作った焼刃土を
刀にぬり、刃のもよう（刃文）
を作ります。

10.焼き入れ
刀全体を約800℃に熱し、水
に入れて一気に冷やします。
このとき、焼刃土がうすく
ぬってある刃の部分は温度が
高いため焼きが入ります。

11.荒研ぎ（鍛冶押し）
焼き入れした刀のできぐあい
を調べるために、刀匠が自ら
荒研ぎを行い、その後、茎（な
がご）を仕立てて次の技能師
にわたします。

3

8

9

11

4

6

刀鍛冶の道具
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昔
か
ら

交
通
の
要
衝
と
し
て
繁
栄

【先端技術の拠点】

2

　

産
業
が
発
達
す
る
上
で
重
要
な
要
素
と

な
る
の
が
交
通
。
関
市
は
東
西
日
本
の
分

岐
点
で
あ
り
、
ま
た
岐
阜
県
の
中
央
部
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
交
通
の
要

衝
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
関
市
発
展
の
源

と
も
言
え
る
、
昔
の
道
路
事
情
を
ひ
も
と

い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

古
代
に
お
い
て
は
、
長
良
川
の
水
運
に

よ
る
利
便
性
を
活
か
し
て
武
儀
郡
を
治
め

る
郡
役
所（
史
跡
：
弥
勒
寺
官か

ん

衙が

遺
跡
群
）

が
、
長
良
川
河
畔
に
置
か
れ
物
流
の
中
心

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

中
世
、
関
市
内
に
は
重
要
な
街
道
が

通
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
郡
上
街
道
は

美
濃
と
飛
騨
を
結
ぶ
も
の
で
、
白
山
に
参

詣
す
る
人
々
で
大
い
に
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
東
山
道
の
枝
道
で

あ
る
飛
騨
街
道
や
、
東
山
道
の
別
街
道
で

あ
る
木
曽
川
西
古
道
等
々
が
あ
り
、
交
通

量
の
増
加
と
と
も
に
活
発
な
交
流
が
促
進

さ
れ
、
経
済
発
展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。

W・E センターポール関
“関より東が「関東」、西が「関西」”関
東と関西を分岐する関市のシンボ
ル・モニュメント。将来のさらなる
飛躍を誓い、関鍛冶伝承館に設置。
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ク
ロ
ー
ズ
アッ
プ

【
先
端
技
術
の
拠
点
】

産
業

2

成
30
年
頃
に
は
全
線
開
通
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
西
回
り
ル
ー
ト
が
完
成
す
れ
ば
、

岐
阜
市
や
大
垣
市
を
経
て
名
神
高
速
道
路

と
接
続
。
さ
ら
に
三
重
県
の
北
勢
等
を
経

て
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
・
名
神
高
速
道
路

と
つ
な
が
り
、
関
西
方
面
と
の
短
時
間
交

流
が
実
現
。
国
内
の
主
要
な
経
済
圏
を
結

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

関
市
で
は
、
高
速
道
路
網
の
早
期
整
備

に
取
り
組
み
、
中
部
圏
域
主
要
都
市
と
の

3
時
間
以
内
の
交
通
実
現
を
促
進
。
こ
れ

ま
で
に
な
い
よ
う
な
規
模
の
交
流
を
生
み

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
な
経
済
効
果
を

導
き
出
し
、
産
業
の
発
展
に
結
び
つ
け
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
隣
主
要
都
市
を
結
ぶ
国
道
・

県
道
の
整
備
も
促
進
。
交
通
網
の
き
め
細

や
か
な
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
経
済
活
動

の
発
展
を
支
え
て
い
ま
す
。

産
業
発
展
を
支
え
る
交
通

福井県

滋賀県

三重県

富山県

長野県石川県

愛知県

至 

山
梨

至 東京

豊田東JCT

土岐JCT

関広見

高山

松本
塩尻北

福井

小矢部砺波
JCT

富山

上越JCT

至 

新
潟

岡谷JCT

白鳥

飛騨清見

小
牧

関
ヶ
原

中
津
川

美
濃
加
茂

土
岐

一
宮
J
C
T米原JCT

美濃関JCT美濃関JCT

楠
J
C
T

豊田JCT

四日市JCT

19

19

伊
勢
湾
岸
自
動
車
道

東名阪自動車道

名神高速道路

北陸自動車道

北陸自動車道

長野自動車道

上信越自動車道

中央自動車道

郡上八幡

下呂

至 大阪

至 伊勢

東海北陸自動車道

256

富
加
関

東海環状自動車道

256
257

148

東名高速道路

至便な交通網
東海北陸自動車道と東海環状自動車道が市内を走り、美濃
関ジャンクションで結節。これらの自動車道は北陸自動車
道や名神高速道路とも接続しており、日本の大動脈と直結
しています。

東海環状自動車道・関広見インターチェンジ

　

関
市
に
は
至
便
な
交
通
網
が
発
達
し
て

い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
が

東
海
北
陸
自
動
車
道
。
愛
知
県
一
宮
市
か

ら
岐
阜
県
を
縦
断
し
、
北
陸
へ
と
延
び
る

こ
の
自
動
車
道
が
市
街
地
を
通
っ
て
お
り
、

玄
関
口
と
し
て
関
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

市
の
南
部
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
は

北
陸
自
動
車
道
、
南
は
名
神
高
速
道
路
に

接
続
し
て
い
る
こ
の
道
は
、
ま
さ
に
太
平

洋
と
日
本
海
を
結
ぶ
大
動
脈
。
平
成
20
年

の
全
線
開
通
に
よ
っ
て
北
陸
ま
で
は
2
時

間
強
で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
、
南
北
の

ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

中
国
や
ロ
シ
ア
と
の
物
流
拠
点
で
あ
る
日

本
海
側
と
ダ
イ
レ
ク
ト
で
結
ば
れ
る
こ
と

で
、
大
き
な
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
現
在
も
着
々
と
建
設
が
進
ん

で
い
る
東
海
環
状
自
動
車
道
が
市
内
を
横

断
。東
回
り
ル
ー
ト
で
は
富
加
関
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
は
抜
群
で

す
。こ
の
自
動
車
道
は
土
岐
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
で
中
央
自
動
車
道
と
つ
な
が
り
、
さ
ら

に
南
へ
延
び
て
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
を
経

て
東
名
高
速
道
路
と
接
続
。
自
動
車
産
業

の
豊
田
市
や
製
陶
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
瀬
戸

市
等
、
製
造
業
の
集
積
都
市
と
結
ば
れ
る

こ
と
で
、
製
造
効
率
の
向
上
や
新
た
な
産

業
へ
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
中
部
国
際
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ

く
、
海
外
と
の
取
引
等
も
至
便
で
す
。

　

西
に
建
設
が
進
む
東
海
環
状
自
動
車
道

に
は
、
西
回
り
ル
ー
ト
の
起
点
と
な
る
関

広
見
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
完
成
し
、
平
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関
市
は
、
昭
和
59
年
に
関
工
業
団
地
が

操
業
を
開
始
し
て
以
来
、
産
業
の
ま
ち
と

し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
近

年
、
飛
躍
的
な
躍
進
の
起
爆
剤
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
関
テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド
。
県

下
8
番
目
の
県
工
業
団
地
と
し
て
、
平
成

16
年
よ
り
分
譲
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

至
便
な
交
通
網
を
存
分
に
活
用
で
き
る

場
所
に
あ
り
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
美
濃

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
は
2.4
㎞
、
関
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
は
8
㎞
、
そ
し
て

東
海
環
状
自
動
車
道
富
加
関
イ
ン
タ
ー
か

ら
4
㎞
と
好
立
地
。
2
つ
の
自
動
車
道
の

結
節
地
点
に
も
な
っ
て
お
り
、
県
外
企
業

の
進
出
も
目
立
ち
ま
す
。
関
テ
ク
ノ
ハ
イ

ラ
ン
ド
は
先
端
技
術
型
生
産
拠
点
と
し
て
、

雇
用
面
を
含
め
、
地
域
の
経
済
を
活
性
化

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

伝
統
的
な
地
場
産
業
と
そ
の
他
の
産
業

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
達
し
て
い
る
の
が
関

市
の
特
徴
。
国
内
外
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ

か
せ
て
い
る
伝
統
産
業
の
刃
物
で
は
、
理

髪
用
刃
物
や
包
丁
、
は
さ
み
、
ナ
イ
フ
等

多
彩
な
品
を
生
産
。
受
け
継
が
れ
て
き
た

高
い
技
術
を
応
用
し
て
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
製
品
に
も
対
応
し
て
お
り
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
新
製
品

の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
関
テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド
に
進
出

し
た
企
業
に
よ
り
、
新
た
な
産
業
で
あ
る

躍
進
す
る
産
業
の
拠
点

　県土地開発公社が総事業費約150億円をかけて開発し
た工業団地。日本の中央に位置し、主要自動車道の結節
点という有利な立地環境にあり、数々の優良企業が進出。
高度に複合化された生産物流の拠点として、県下有数の規
模を誇っています。敷地内は緑が豊かで、働く人々に優し
い環境。発見された古墳が緑地内に保存され、周辺地域
とも調和し、公園的な機能も果たしている21世紀型のハ
イテクパークです。

　昭和59年に操業を開始し、当初より関の産業発展を
担ってきた工業団地。関市南部に位置し、周囲は迫間山
など、自然に恵まれた環境。自動車や刃物関連等、幅広
いジャンルの企業が集積しています。

〈関工業団地の概要〉
■ 所 在 地／岐阜県関市新迫間地内
■ 事業主体／岐阜県土地開発公社
■ 面　　積／59ha・分譲42ha（16区画15社）

〈関テクノハイランドの概要〉
■ 所 在 地／岐阜県関市のぞみヶ丘地内
■ 事業主体／岐阜県土地開発公社
■ 面　　積／76ha・分譲42ha（18区画12社）

先
端
技
術
が

　 
集
結
す
る

　
　 
リ
ー
ディ
ン
グ
シ
ティ

伝
統
産
業
と

　
新
産
業
の
共
栄
を
目
指
す
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ク
ロ
ー
ズ
アッ
プ

【
先
端
技
術
の
拠
点
】

産
業

2

関テクノハイランド内の企業
　平成18年操業という新しい工業団地に参入しているのは、自動車や航空機などの部品や各分野
の機械製品など、先端技術を駆使して製造に携わる企業。自然豊かな恵まれた環境のもと、のびの
びと生産活動が行われています。

自
動
車
関
連
産
業
や
航
空
機
器
の
金
属
部

品
産
業
、
金
型
や
メ
ッ
キ
関
連
産
業
等
も

大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
刃
物
の
ま
ち
・
せ
き
」と
し
て
伝
統
あ

る
刃
物
産
業
を
推
進
し
な
が
ら
、
積
極
的

な
企
業
誘
致
も
行
い
、
新
産
業
の
振
興
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

関工業団地内の企業
　車に関する製品を生産する会社や、各種家庭用品を製造
する会社など、多様な業種が集結。昭和59年操業という
歴史ある工業団地で長年にわたって成長を続け、関の産業
を支えています。

地域ブランド「関の刃物」
　関の刃物作りの名声は、700余年にわたる先達の切れ味を求
め続けたあくなき研鑽の歴史であり、時代ごとに匠が積み重ね
て得た鍛錬の精神を理念と掲げ、伝統の技として継承し、今日
の多様化した生活者の要求に応えてきたものであります。
　更に、新たな時代の革新的な素材や技術を駆使して、優れた
機能、デザイン、耐久性はもと
より、確固とした品質管理を行
い、品質を保証しつつ新しい時
代の刃物を創造していきます。
　未来を託す地場産業として地
域ブランド「関の刃物」と銘打
ち、変化する市場を捉え地域ブ
ランドとして「関の刃物」を掲げ
発信していきます。

ユニバーサルデザインの製品
　ユニバーサルデザイン（UD）「できるだけ多く
の人が利用可能であるようなデザインにするこ
と」をコンセプトにした、人に優しい考え方です。
関の刃物業界は、このUDの概念を取り入れた製
品を積極的に開発し、使い手の立場を考えた優し
い刃物を提供しています。



　

豊
か
な
森
と
清
流
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る

農
業
は
、
関
市
の
特
産
米「
み
の
に
し
き
」

を
は
じ
め
と
す
る
平
坦
地
域
の
水
稲
栽
培

と
水
田
転
作
作
物
や
、
中
山
間
地
域
で
の

昼
夜
の
温
度
差
を
活
か
し
た
果
樹
や
お
茶

栽
培
が
特
徴
。ま
た
、大
規
模
な
酪
農
や
牛
、

豚
、
鶏
の
飼
育
も
行
わ
れ
、
豊
富
な
農
畜

産
物
を
生
産
し
て
い
る
。

　

野
菜
に
つ
い
て
は
重
点
作
物
を
設
定

し
、
い
ち
ご
、
里
い
も
、
な
す
、
は
く
さ

い
の
生
産
を
強
化
。
新
し
い
品
目
に
も
挑

戦
し
て
お
り
、
ゆ
ず
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
い
っ
た
農
産
物
の
生
産

振
興
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
食
の
安
全
が
注
目
さ
れ
、
徹
底

し
た
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
お
い
し
い

食
材
を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
、
地
域
農

業
の
生
産
力
向
上
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
コ
ス
ト
の
上

昇
や
担
い
手
の
減
少
等
に
よ
り
、
厳
し
い

情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。
地
元
産
の
木
材

を
使
用
し
た
住
宅
建
築
や
、
し
い
た
け
な

ど
の
特
産
品
の
生
産
拡
大
に
力
を
入
れ
、

県
産
材
の
利
用
を
促
進
す
る
活
動
も
展
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
業
経
営
の
担
い

手
や
森
林
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
の
取

り
組
み
も
強
化
。
林
業
体
験
や
森
林
教
室

の
開
催
等
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
は
、
林
産
物
の
供
給
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
洪
水
や
山
崩
れ
の
防
止
、
質
の
良
い

水
の
安
定
供
給
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
等
、

様
々
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
植
栽
や
間

伐
等
の
整
備
事
業
を
計
画
的
に
進
め
、
健
全

な
森
林
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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特
徴
を
活
か
し
て

魅
力
あ
る
農
林
業
を
推
進

【農業・林業】

3

関
の
恵
み
が
育
ん
だ

特
徴
あ
る
農
林
業
を
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。



ク
ロ
ー
ズ
アッ
プ

【
農
業・林
業
】

産
業

3

伐　　採
関の豊かな森林からは質の良い木材が切り出されています。これらを最大限に
活用して林業を振興できるよう、県産材の利用を拡大。さらに様々な林産物の
生産を促進し、林業収入の安定化を図っています。

地産地消・農業体験
農業体験や市民農園の利用を通して市民の農業への理解を深めるとともに、朝
市や農作物直売所により、地産地消を推進し安全で安心な農作物の生産と消費
を結びつけます。

森林整備（下刈り）

デカ木住宅

森林教室森林整備（植林）

農産物直売所

田植え体験

関地域の円空さといも
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洞戸地域のキウイフルーツ 上之保地域のゆず 板取地域のブルーベリー 肉用牛の飼育 武儀地域のしいたけ

林
業

農業
稲刈り体験



　

小
瀬
鵜
飼
は
、
一
千
有
余
年
の
歴
史
が

あ
る
伝
統
的
な
古
代
漁
法
。
平
安
時
代
の

延
喜
11
年
、醍
醐
天
皇
は
小
瀬
鵜
飼
を「
天

下
の
名
職
、
名
産
、
名
魚
な
り
」と
絶
賛

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
朝

廷
を
は
じ
め
織
田
信
長
や
徳
川
家
康
と

い
っ
た
権
力
者
の
保
護
を
受
け
、
明
治
23

年
に
は
宮
内
庁
の
直
轄
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
瀬
鵜
飼
の
鵜
匠
は
宮
内
庁
式
部
職
で

世
襲
制
。
鵜
と
と
も
に
生
活
し
な
が
ら
愛

情
を
込
め
て
世
話
を
し
、
鮎
を
捕
る
た
め

に
厳
し
い
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
鵜
匠
と

鵜
の
深
い
信
頼
関
係
が
あ
っ
て
初
め
て
成

り
立
つ
漁
法
な
の
で
す
。

　

鵜
飼
開
催
期
間
は
、
5
月
11
日
か
ら
10

月
15
日
。
情
趣
あ
ふ
れ
る
古
代
漁
法
を
連

綿
と
伝
承
し
続
け
て
い
ま
す
。

古
式
ゆ
か
し
い
伝
統
の
技

情
趣
豊
か
な
小お

瀬ぜ

鵜う

飼か
い

【清流・文化】

4

11S E K I

　

夕
日
が
傾
き
、
辺
り
が
少
し
ず
つ
暮
れ

ゆ
く
頃
、
観
客
を
乗
せ
た
屋
形
船
が
ゆ
っ

く
り
と
長
良
川
の
中
央
へ
漕
ぎ
出
さ
れ
ま

す
。
昔
な
が
ら
の
風
情
を
大
切
に
し
て
い

る
小
瀬
鵜
飼
で
は
船
外
機
を
使
っ
て
お
ら

ず
、
全
て
船
頭
に
よ
る
手
漕
ぎ
。
観
客
た

ち
は
優
し
い
揺
れ
に
身
を
任
せ
な
が
ら
、

食
事
を
し
た
り
歓
談
し
た
り
と
、
し
ば
し

船
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

　

日
が
す
っ
か
り
沈
み
、
一
面
が
漆
黒
の

闇
に
包
ま
れ
る
と
、
い
よ
い
よ
鵜
舟
の
登

場
で
す
。
赤
々
と
燃
え
る
篝
火
の
も
と
、

伝
統
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
鵜
匠
が
鵜
を
巧

み
に
操
り
、
鮎
漁
を
行
い
ま
す
。「
ホ
ウ

ホ
ウ
」と
鵜
を
励
ま
す
声
、
船
縁
を
叩
く

音
、
水
中
に
潜
っ
て
懸
命
に
鮎
を
追
う
鵜

の
姿
…
古
代
絵
巻
の
よ
う
な
幻
想
的
な
光

景
に
、
誰
も
が
夢
見
心
地
に
。
鵜
が
見
事

に
鮎
を
く
わ
え
る
と
、
鵜
匠
と
観
客
の
興

奮
は
最
高
潮
に
達
し
、
拍
手
が
湧
き
起
こ

り
ま
す
。

　

素
朴
な
風
情
が
あ
る
小
瀬
鵜
飼
。
鵜
舟

と
一
緒
に
屋
形
船
も
川
を
下
る
狩
り
下
り

も
大
き
な
特
徴
で
、
す
ぐ
目
の
前
で
鵜
飼

漁
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

風
かざ

折
おれ

鳥
え

帽
ぼ

子
し

に腰
こし

蓑
みの

姿の鵜匠が、巧みに鵜を操って鮎をとらえる…
清らかな流れが伝統文化を生み、豊かな生態系を育みます。
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ク
ロ
ー
ズ
アッ
プ

【
清
流・文
化
】

清
流

4

幾
筋
も
の
清
流
に
恵
ま
れ
て

自然観察会
川に入って流れを体感したり、自らの手で魚を捕まえ
たり…。自然観察会では、子どもたちに生きた学習の
場を提供しています。

河川への放流事業
豊かな漁場としての河川を維持するために、鮎やアマ
ゴの放流を子どもたちと一緒に行い、河川に親しむ機
会を提供しています。

谷口水辺公園
美しい芝生が広がり、休日になると各種軽スポーツを楽し
む親子連れで賑わう公園。イベント広場では、様々な催し
が行われます。

　

関
市
は
た
く
さ
ん
の
清
流
に
恵
ま
れ
た

ま
ち
。
市
の
総
面
積
の
80
・
9
％
を
占
め

る
豊
か
な
森
林
が
雨
水
を
た
め
、
天
然
の

浄
化
装
置
の
役
割
を
果
た
し
、
清
ら
か
な

流
れ
を
育
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

関
地
域
を
流
れ
て
い
る
の
は
、
全
国
的

に
も
名
高
い
長
良
川
。
環
境
省
に
よ
る
名

水
百
選
に
も
選
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
美
し

さ
は
折
り
紙
付
き
で
す
。
そ
し
て
長
良
川

の
支
流
も
バ
ラ
エ
ティ
豊
か
。
洞
戸
・
板
取

地
域
に
は
板
取
川
、
武
芸
川
地
域
に
は
武

儀
川
、
そ
し
て
武
儀
・
上
之
保
地
域
に
は

津
保
川
…
。
ど
の
川
も
豊
か
な
自
然
生
態

系
が
保
た
れ
て
お
り
、
釣
り
を
楽
し
ん
だ

り
、
川
遊
び
を
し
た
り
、
紅
葉
を
愛
で
た

り
と
四
季
折
々
の
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
。

市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
他
都
市
の
人
々
か
ら

も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

鮎釣り
鮎は香魚とも言われ、豊かな香りを持つ清流
の女王。解禁日になると、その味に魅せられ
た多くの太公望が釣り糸を垂らします。

鵜
鵜飼の主役とも言える鵜は、そもそも野生
のウミウ。鵜匠が自宅で世話をし、厳しい
訓練を約3年重ねて一人前に育てています。

川遊び
長良川の支流である板取川は、エメラルドグリーンの水を湛える清流。鮎をはじめアマゴやイワナ
など様々な川魚が棲息し、釣りや川遊びを楽しむことが出来ます。

ホタル
水質のよい関市の川では、5〜6月になる
とあちらこちらで幻想的なホタルの光を観
賞することができます。



　四季折々に見事な自然美が
楽しめる関市。
　春は花見の名所である寺
尾ヶ原千本桜公園がオススメ。
約2㎞にわたって約2,000本の
桜並木が続きます。
　夏は板取のキャンプ場で川
遊び。冬の雪景色も圧巻です。
　秋はせいべえ渕で紅葉狩り
を。錦に染まった木々が水面
に映る様は、感動的な美しさ
です。

明
あ け し だ に

石谷にある月
げっそうすぎ

窓杉
落城して自害した田口城城主長屋景
重の祖父、重景の墓標が根付いたと
いわれ、その名は重景の法名に由来
しています。

杉原の大杉
杉原の穴で命を落とした尼僧を葬っ
た際に植えられたと言われる大杉。
樹齢は800〜900年です。

八
や た き

滝
八滝ウッディランドの奥に位置し、
落差は12m。深い緑の中で爽やかな
水しぶきをあげています。

川
か お れ

浦渓谷
春は新緑、秋は紅葉狩りと、四季折々
に様々な楽しみ方があり、渓谷美を
満喫できます。

白水の滝
板取の南部にあり、優雅な流れが印
象的。真っ白なしぶきを上げる姿に
ちなんでこの名がついたと言われて
います。
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【おすすめスポット】

5

春 夏

秋 冬

高
こ う か

賀渓谷／高賀神水庵
奥長良川県立自然公園となってお
り、一枚岩の渕は一見の価値あり
の美しさ。高賀地区の入り口付近
には、誰でも気軽においしい水が
飲める高賀神水庵があり、多くの
人々が訪れます。



あじさい村
板取地域には「日本の道百選」にも選ばれ
た約24㎞にわたるアジサイロードや21世
紀の森公園に咲き乱れる約10万本のあじ
さいを愛でながら、数々のイベントが楽
しめます。

中池公園
周囲2㎞の中池沿いに広がり、陸上競技場や野球場も備
えるスポーツレジャー公園。芝生広場やふれあいの森も
あり、憩いの場にもなっています。

株杉
推定樹齢400〜500年という巨大な株杉。地上2〜6mで複
数に分かれており、自然の神秘を感じさせてくれます。21
世紀の森公園には70株以上が群生しています。

百年公園
岐阜県置県100年を記念して作られた公園。約100ha
という広大な敷地内には遊歩道や噴水広場、テニス
コートなど様々な施設が点在。花木園や紅葉園なども
あり、四季を通して自然の美しさを満喫できます。

菖蒲園
公園内には100種2万株の花菖蒲が植え
られ、6月中旬に開花。色とりどりの花
が雨に映えます。

世
界
に
知
ら
れ
る 

刃
物 

を
は
じ
め

　
　

お
い
し
い
も
の
や
名
物
が
い
っ
ぱ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

関の刃物
包丁をはじめとするキッチン用品やハサミなど、暮らしの
質を向上させる刃物が揃っています。

椎茸スナック

奥美濃古地鶏
国の天然記念物となっている
｢岐阜地鶏｣をベースに誕生し
たもので、肉・卵ともにコク
のあるうま味が魅力。特定
JAS適合の地鶏肉にもなって
おり、国のお墨付きです。

照会先／関市観光協会 （0575）22-3131

高
こ う か

賀の森水
1億年前の地層から湧き出る天然
水を詰めたもの。非加熱にこだ
わり、自然のままの風味が生き
ています。平成20年にはモンド
セレクションで大金賞を受賞。
世界も認めるおいしさです。

つるむらさきうどん

きゃらぶき

ジャム・シロップ
胃腸に優しいと言われる
野草のいたどりや、風味
豊かなゆず・かりんなど、
天然素材のおいしさを活
かして仕上げてあります。

さわやかゆじゅ
ゆずは上之保の特産品。爽やか
な風味を活かした自然飲料とし
て売り出しており、幅広い年齢
層に人気です。

キウイ 川魚料理

14 S E K I
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江戸時代の僧である円空は、
全国を行脚しながら12万体もの仏像を制作。
晩年は関市の弥勒寺を拠点にして旅を続けました。
野性味にあふれ、穏やかな笑みをたたえているのが
円空仏の特徴で、
市内にも多くの作品が残されています。

円空記念館
個性豊かな30体の円空仏があり、最高傑作とも言われる一木作り三像も
収蔵しています。

【おすすめスポット】

5

円空館
円空にゆかりのある弥勒寺の西にあり、落ち
着いた雰囲気の中で円空仏を観賞できます。

関市武芸川町出身で、良寛と並ぶ名僧と言われた江戸時代の禅僧・画家。
博多の聖福寺で住職を勤めた後、本格的に絵の道を志します。
痛烈な風刺画からユーモアあふれるものまで、
温かい眼差しで描きながら禅の普及に尽力しました。

永昌寺
室町時代に開創され、仙　の両親の墓もあります。
境内にあるイチョウの大樹は市の文化財です。

武芸川ふるさと館
仙　の作品を中心に、武芸川地域ゆかりの作家
の作品を展示しています。
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ク
ロ
ー
ズ
アッ
プ

【
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
】

観
光

5

宗休寺（関善光寺）
本堂が高い石段の上にあり、信州の善光寺本堂にそっくり。堂内にある卍形の
戒壇巡りは日本唯一で、大梵鐘も国内有数のもの。隣りには大仏殿があります。

新
しんちょうこくじ

長谷寺（吉
き っ た

田観音）
鎌倉時代の創建で｢美濃の法隆寺｣ともいわれ、
国の重要文化財である七堂伽藍や十一面観音
など文化財の宝庫。三重塔を借景とした曼荼
羅庭園は見事な景観です。

日
にちりゅうぶじ

竜峯寺（高澤観音）
岐阜県最古の寺。本堂前方が清水寺のような舞台
造りであることから｢美濃清水｣とも呼ばれます。
多宝塔は、北条政子によって寄進されたと伝えら
れる国の重要文化財。

春日神社
大和から関へ移住した刀匠によって鎌倉時代
に開かれ、奈良にある春日大社の分霊が祀ら
れている神社。境内に能舞台を持ち、国の重
要文化財の能装束なども残っています。

白
しらたに

谷観音堂
美濃西国33巡礼札所の第1番として親
しまれ、33体の仏像が祀られています。

八幡神社
風格のある鳥居が印象的。社

しゃそう

叢は県の特別天
然記念物に指定され、境内の右側にそびえる
樫の木は樹齢450年以上と推測されています。

高
こう

賀
か

神社
創建は奈良時代にさかのぼり、その後3
回の再建を重ねています。

武芸八幡宮
創建は養老元年（717年）で古い歴史があり、
織田信長とも深い関わりがある神社。社殿は
森蘭丸の祖先が再興したと伝えられています。

　弥勒寺遺跡群は、古代（奈良･平安時代）の武儀郡を治めた豪族
ムゲツ氏が残した遺跡群です。白鳳寺院の弥勒寺跡、武義郡

ぐ ん

衙
が

（郡
役所）跡の弥勒寺東遺跡、祭

さ い

祀
し

跡の弥勒寺西遺跡、ムゲツ氏の
奥
お く つ き

津城（墓所）である池尻大塚古墳からなります。
　 壬 申 の 乱（672年）で、 大

お お あ ま の お う じ

海 人 皇 子 の 舎
と ね り

人（近 従）で あ っ た
身
むげつのきみひろ

毛君広が活躍し吉野方を勝利に導きました。その功績が認めら
れて寺院の建立が許され、また自らの拠点を郡役所に作りかえて
郡司としてその後の武儀郡を治めました。遺跡群は地方自治発祥
の地でもあります。
  弥勒寺跡は昭和34年に国の史跡に指定され、さらに平成19年に
は弥勒寺東遺跡が追加指定され、この2つの遺跡を合わせて国指
定史跡「弥勒寺官衙遺跡群」と呼ばれます。弥勒寺西遺跡と池尻大
塚古墳も含め、郷土の誇る遺跡群として大切に保護されています。

国指定史跡

長良川と弥勒寺遺跡群［写真上］
長良川の水運を活かし、武儀郡を治めた郡役所跡。
弥勒寺跡塔心

し ん そ

礎［写真下］
塔の心柱を支えた礎石。



春

夏

秋
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花馬まつり

小瀬鵜飼

水無神社例祭

天王まつり ちょうちんまつり

先谷まつり

関まつり
4月の第3土・日曜日に市内一円で行われ、加茂山車・
浦嶋山車の引き揃えや神楽の練り歩き、あんどんみ
こしコンクールなどで盛り上がります。

　 

　
　
　          

祭
り
、
イ
ベ
ン
ト   

　
　
　 
見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
！

春
夏
秋
冬

稲口・津保川河畔の花火

【おすすめスポット】

5

円空川まつり



冬

秋

S E K I

高賀神社秋の大祭

迫間不動尊・秋季大祭

平成の山から初日の出を見る会鍛錬打ち初め式

ク
ロ
ー
ズ
アッ
プ

【
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
】

観
光

5

吉田観音・初観音

刃物まつり

刃物のまち関シティマラソン

1月  JANUARY
● 1 日
● 1 日
● 2 日

平成の山から初日の出を見る会［武　儀］
新春ジョギング大会　　　　［上之保］
古式日本刀鍛錬打ち初め式　［　関　］

6月  JUNE
●中 旬
●中 旬
●下 旬

百年公園・花しょうぶまつり［　関　］
日本平成村エコピアデー　　［武　儀］
あじさい村　　　　　　　　［板　取］

7月  JULY
●下 旬
●下 旬
●最終土曜

天王まつり　　　　　　　　［　関　］
ちょうちんまつり　　　　　［洞　戸］
ふるさと夏まつり　　　　　［　関　］

10月  OCTOBER
●体育の日の前の土・日曜
●15日
●中旬～下旬

　　　　刃物まつり　　　　［　関　］
小瀬鵜飼終い　　　　　　　［　関　］
百年公園・オータムフェスティバル　［　関　］

4月  APRIL
●第2日曜
●上旬～中旬
●中旬の日曜
●第3土・日曜
●中旬の日曜
●中旬～下旬
●29日

先谷まつり　　　　　　　　［上之保］
寺尾ヶ原千本桜公園・桜まつり［武芸川］
武芸八幡宮祭礼・花馬まつり［武芸川］
関まつり・あんどんみこしコンクール［　関　］
水無神社例祭　　　　　　　［武　儀］
春の花まつり　　　　　　　［洞　戸］
高賀神社春の大祭　　　　　［洞　戸］

11月  NOVEMBER
● 3 日
● 8 日
● 8 日
●第3日曜
●最終日曜

高賀神社・秋の大祭　　　　［洞　戸］
刃物の日「刃物供養祭」　　［　関　］
ふいごまつり・元重翁慰霊祭［　関　］
中濃農業祭　　　　　　　　［　関　］
ほらどキウイマラソン　　　［洞　戸］

8月  AUGUST
●第1日曜
● 9 日
●12日
●14日
●中旬
●中旬
●17日
●23日

円空川まつり　　　　　　　［　関　］
吉田観音・九万九千日供養　［　関　］
ええとこ上之保夏まつり　　［上之保］
ふるさと夏まつり（花火大会）［武芸川］
関市民花火大会　　　　　　［　関　］
サマーフェスタin日本平成村［武　儀］
お十七夜　　　　　　　　　［　関　］
地蔵まつり　　　　　　　　［　関　］

3月  MARCH
●第3日曜
●第4日曜

関シティマラソン　　　　　［　関　］
迫間不動尊・春季大祭　　　［　関　］

9月  SEPTEMBER
●第4日曜 迫間不動尊・秋季大会　　　［　関　］

2月  FEBRUARY
●18日 吉田観音・初観音　　　　　［　関　］

5月  MAY
●11日 小瀬鵜飼開き（～10/15まで）［　関　］

【
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
】
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5 板取川温泉「バーデェハウス」

3 道の駅 ラステンほらど

4 武芸川温泉「ゆとりの湯」

2 道の駅 むげ川

6 上之保温泉「ほほえみの湯」

1 道の駅 平成

7 岐阜県博物館・岐阜県百年公園

1 武芸川スポーツ公園

8 フェザーミュージアム

2 中池公園

4 八滝ウッディランド

1

2

7

4

1

6

2

4

A

B

C
D

H

I
M

R

3 しあわせの気の森

3

8
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ロッジ杉沢
☎（0581）57-6535

N

プライベートホステルYAMAME
☎（0581）57-2331

O

コテージ湯屋
☎（0581）57-2800
090-2184-3427

P

四季の森（バーベキュー施設）
☎（0581）57-6722

Q

ネイチャーランドかみのほ
☎（0575）47-2023

R

洞戸キャンピングセンター
☎（0581）58-2913

A

迎島バンガロー
☎（0581）58-2133

B

板取川バンガロー
☎（0581）58-2810

C

オートキャンプ場鮎の里ほらど
☎（0581）58-2444

D

板取キャンプ場
☎（0581）57-6721

E

キャンプランド新板取
☎（0581）57-2451

F

黒谷キャンプ場
☎（0581）57-2124

G

すぎのこキャンプ場
バンガロー村／☎（0581）57-2902
テ　ン　ト村／☎（0581）57-8184

H

七曲バンガロー
☎（0581）57-2131

I

板取川温泉オートキャンプ場
☎（0581）57-2552

J

AUTO CAMPING TACランド いたどり
☎（0581）57-2200

K

三ッ石オートキャンプ場
☎（0581）57-2500

L

ログキャビンchena
☎（0581）57-2440

M

A

E

K

P

B

H

O

3

5

E F

G

J
K

L

N

O

P

Q
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水と緑の交流文化都市

将来都市像

政 策 体 系

基本理念

1方策

改
革
と
協
働

　
　行
政
目
線
か
ら
市
民
目
線
、

　
　
　
　
　
　管
理
か
ら
経
営
へ
の
転
換

郷
土
を
誇
り
に
思
い
、

  

豊
か
な
心
と
志
を
持
つ
市
民
が
育
つ
ま
ち

人
と
地
球
が
共
生
で
き
る

　
　
　
　
　安
全
・
安
心
で
快
適
な
ま
ち

伝
統
の
わ
ざ
と
新
し
い
技
術
が
織
り
な
す

　
　
　
　
　
　
　

  

力
強
い
産
業
の
ま
ち

行
き
か
い
、ふ
れ
あ
い
、

  

　
　
　
　つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
ま
ち

み
ん
な
で
手
を
と
り
あ
い
、

　
　
　
　
　

  

い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち

改革と協働で築く自立のまち

5　政　策

　

ま
ち
づ
く
り
と
は
、
市
民
の
夢
を

実
現
さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
を
政
策
に

置
き
換
え
て
施
策
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
関
市
で
は
、
地
域
審
議

会
や
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
か
ら
の
提
言

を
数
多
く
盛
り
込
ん
だ
第
4
次
総
合

計
画
を
策
定
。
平
成
20
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、
10
年
後
の
平
成
29
年

度
を
目
標
年
次
に
お
き
ま
し
た
。
こ

の
総
合
計
画
に
沿
っ
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

第
4
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念

は「
改
革
と
協
働
で
築
く
自
立
の
ま

ち
」。
市
民
が
21
世
紀
も
夢
を
持
ち

続
け
て
い
く
に
は
自
立
が
不
可
欠

で
す
。
こ
れ
を
持
続
し
て
い
く
た

め
、
確
か
な
自
治
体
経
営
力
を
つ

け
て「
改
革
と
協
働
」を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
将
来
都
市
像
を「
水
と

緑
の
交
流
文
化
都
市
〜
と
き
め
き
・

き
ら
め
き
・
い
き
い
き
・
せ
き
し
〜
」

と
し
ま
し
た
。
活
気
を
生
み
出
す
に

は
人
口
増
加
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か

ら
、
平
成
29
年
の
目
標
人
口
を

9
万
５
０
０
０
人
に
設
定
。
積
極
的

に
企
業
を
誘
致
し
て
勤
労
者
の
定
住

を
図
り
、目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
ま

ち
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
土
地
利
用
を
推
進
し
ま

す
。
都
市
計
画
区
域
と
な
っ
て
い
る

関
・
武
芸
川
地
域
は
、
市
街
地
再
開

発
事
業
や
街
な
か
居
住
等
を
推
進

し
、
効
率
的
な
都
市
整
備
を
図
り
ま

す
。
東
ウ
イ
ン
グ
は
、
自
然
を
活
か

し
た
整
備
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
西

ウ
イ
ン
グ
に
は
観
光
資
源
が
多
い
こ

と
か
ら
、
滞
在
型
の
観
光
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
5
つ

の
政
策
と「
改
革
と
協
働
」の
実
現

方
策
を
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
共
生
し
な
が
ら
潤
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
み
ん
な
の
願
い
。

　
　
　
　
　
さ
ら
に
関
市
は
日
本
の
中
央
に
位
置
し
、
至
便
な
交
通
網
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
を
通
じ
て
産
業
や
観
光
等
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
心
豊
か
な
生
活
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
人
、
物
、
そ
し
て
情
報
が
交
流
す
る
、
活
力
あ
ふ
れ
る
都
市
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

21S E K I

第4次総合計画

3
エ
リ
ア
の
輝
き
が
響
き
合
い

　
　
豊
か
な
未
来
へ
と
は
ば
た
く



板取地域

洞戸地域

武芸川地域

関地域

武儀地域

上之保地域西ウイング

東ウイング

西ウイング

東ウイング
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水と緑の交流文化都市キャッチフレーズ

水と緑の交流文化都市

安全都市
関市は、全市民が相協力し、一切の事故、災害の除去及び防
止につとめ、お互いに基本的人権を尊重して相侵さず、生活
に交通に、はたまた産業活動に絶対安全を期し、市民が幸福
な生活を営めるよう、ここに「安全都市」を宣言する。

 （昭和37年3月10日）

青少年を守る都市
関市は、全市民が相協力し、次代をになう青少年の健全な育
成につとめ、住みよい明るい関市の建設を推進するため、こ
こに「青少年を守る都市」を宣言する。　　　　（昭和41年5月11日）

明るく正しい選挙を推進する都市
関市は、全市民が相協力し、明るく正しい選挙を推進し、真に、
民主政治を確立するため、ここに「明るく正しい選挙を推進す
る都市」を宣言する。　　　　　　　　　　　（昭和42年3月10日）

姉妹都市
関市とモジ・ダス・クルーゼス市は、相互に文化、産業、経
済の交流を図って両市の友好を深めるとともに、日伯両国の
親善と、ひいては、これが世界の平和と人類の福祉に貢献す
ることを念願して、ここに両市が姉妹都市として提携するこ
とを宣言する。　　　　　　　　　　　　　　（昭和44年5月20日）

愛の献血推進都市
関市は、全市民が相協力し、輸血用血液確保のため万全の体
制確立につとめ、健康で明るく住みよい生活を営めるようこ
こに「愛の献血推進都市」を宣言する。　　　（昭和49年10月21日）

福祉ボランティアのまちづくり推進都市
関市は、全市民が協力し、ボランティアの育成強化に努め、
幸せで住みよいまちにするため、ここに「福祉ボランティアま
ちづくり推進都市」を宣言する。　　　　　　　（昭和63年3月4日）

人権宣言都市
私たち関市民は、自らの人権意識を高め、人権尊重の輪を広げ、
生きがいと思いやりのある都市を築くよう努め、「友情と信頼
あふれた魅力的な関市」の実現のため、ここに「人権都市」を宣
言する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成6年3月8日）

平和都市
豊かな水と緑の恵みを受け、清流長良川の流れのように、ひ
らけゆく未来をもつ関市をまもり発展させることはわたした
ちの願いである。わたしたちすべての市民は、全人類の願い
である核兵器の廃絶と戦争をなくすことを訴え、世界の人々
とともに真の恒久平和が達成されることを願い、ここに「平和
都市」を宣言する。　　　　　　　　　　　　　（平成6年3月25日）

生涯学習都市
市民が健康で生涯いきいきと学べるような生涯学習社会の構
築をめざし、次のとおり「生涯学習都市宣言」を行う。
　私たちは
　豊かな自然にめぐまれた
　ふるさと”せき”を愛し
　ときめく心で自らをみがき
　きらめく人生を求めて
　健康で生涯いきいきと学んでいこう 

（平成8年10月15日）
友好都市
関市と黄石市とは、相互に教育・文化・体育・産業・経済の
各方面に広範な交流と協力を行い、両市の繁栄と、日中両国
の友好関係の発展に努め、ひいては、世界の平和と人類の福
祉に貢献することを念願して、ここに両市が友好都市として
提携することを宣言する。　　　　　　　　　（平成9年10月24日）

姉妹都市
関市と氷見市とは、相互に教育・文化・スポーツ・産業・経
済などの各方面に広範な交流と協力を通じて友好親善に努め、
両市の繁栄と市民福祉の向上に寄与することを念駁し、ここ
に両市が姉妹都市として提携することを宣言する。

（平成11年3月12日）

環境都市
私たちのまち関市は、人と自然が共生できる社会をつくり上
げていくため、これまで以上に環境の保全に努めるとともに、
豊かで快適な環境を積極的につくり出すことを決意し、ここ
に「環境都市」を宣言する。　　　　　　　　　（平成12年3月13日）

都市宣言

ときめき  きらめき
　　　　いきいき  せきし 

　7字入っている「き」が軽快なリズムを生み出して
いるこのキャッチフレーズ。「きらめき」からは、
市街地の北部を流れる長良川の美しい水と、地場
産業である刃物の輝きが連想され、さらに「き」の
語感が「せきし」の「き」に強く反映しています。歴
史と伝統に培われた関市は、随所に文化的な要素
があります。それが“わがふるさと”の心の糧とな
り、また、まちの風格、魅力にもつながっていま
す。そもそも文化とは、人が長い歳月をかけて大
切に培ってきたもので、この意味でまちづくりは、
まさに1つの文化であるといえます。多くの先人が
並々ならぬ努力によって築き上げたこのまちに、
現代のよい面を少しでも加え、住みよいまちづく
りに努めていきたいと願っています。
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健
や
か
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
、
健
康
を
維
持
す
る
生
活
習
慣
づ
く
り
や

医
療
体
制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
助
努
力
や
助
け
合
い
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
人
ど
う
し
が
尊
重
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

第 1 章

S E K I

み
ん
な
で
手
を
と
り
あ
い
、

　
　
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち

第 1 章

第4次総合計画

幸せな暮らしはみんなの願い。誰もが充実した日々を送るためには、市民と市が
パートナーとなり、力を合わせて福祉問題に取り組む必要があります。車いすの
体験乗車などのイベントや懇談会の開催、ボランティア活動拠点の整備などを通
して、地域福祉活動を推進しています。

市役所のアトリウムで、お昼休みに若草アフタヌーン
コンサートを開催。多くの市民が鑑賞します。

グリーン・フィールド中池は、サッカーとラグビーに対
応する競技施設。会議室や本部室、シャワー室等も完備
しています。

児童センターや子育てサロン、地
域子育て支援センター等、子育て
を支援する施策が充実。安心して
生み育てることができる環境を整
えています。

多くの外国人が暮らしている関市で
は、国際理解を深めるために様々な
交流イベントや講座を開催。触れ合
いを通して、多様な文化を尊重し合
う共生社会づくりを行っています。
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水と緑の交流文化都市

● すべての人々が互いに認め合える人権意識
の高揚を促進します

●男女が支え合える男女共同参画を促進します
● 身近な人権問題、家庭問題の解決の早期化

を促進します

● 健康的な生活習慣づくり、保健、疾病予防
を計画的に推進します

● 保健、疾病予防の拠点施設である保健セン
ターの機能強化を推進します

●「健康寿命」を延ばす調和のとれた健康増進
を促進します

● 健康の早期回復につながる早期発見、早期
治療を促進します

● 健康増進から医療まで対応できる地域医療
体制整備を促進します

● 急病、事故に24時間迅速に対応できる救
急医療体制整備を促進します

●国民健康保険制度の安定化を推進します
● 乳幼児、母子父子、重度心身障がい者など

の健康の保持と福祉の推進を図ります

● 地域の福祉問題を市民の手で解決する仕組
みづくりを計画的に推進します

● 組織、団体と一体となって地域の福祉問題
解決を推進します

● 生活困窮者の自立につながる適正な生活保
護施策を推進します

● 次代を担う子どもが健やかに育つよう、
地域とともに環境づくりを推進します

● 子どもを安心して預けられる子育て施設を
充実します

● 子どもを安心して育てられるよう、経済的
支援を充実します

● 心身障がい児の社会適応に向けた機能訓練
体制を充実します

●ひとり親家庭の自立を促進します

● 高齢者の生活に欠かせない保健、福祉サー
ビスを計画的に充実します

●高齢者福祉サービスの提供施設を充実します
●高齢者の自立を促進します
● 相互扶助により高齢者の健康を維持する高

齢者医療制度の適正な運用を促進します

● 障がい者の自立につながる福祉サービスを
計画的に充実します

●障がい者の自立を促進します

●相互扶助で人生を支えあう
　公的年金制度への加入を促進します

● 地域問題を地域で解決できる「地域力」を
強化します

● 国際理解・国際交流を進め、多様な文化が
共生する地域社会づくりを推進します

人　　　権

健康・医療

地域福 祉

子　育　て

高　齢　者

障が い 者

公的 年 金

コミュニティ

健康は日頃の心がけから。特定健診や心肺蘇生法の
講習、保健相談などを通じて、健康づくりを支えます。

急病や事故の際には、どこにいても迅速な治療が受
けられるよう、救急医療体制の整備を促進します。

男女共同参画を積極的に推進。男女を問わず能力や個
性を活かすことができるよう、意識の高揚を図ります。

本格的な高齢社会を迎え、お年寄りがいきいき
と過ごせるまちづくりが求められています。そ
こで、スポーツや各種レクリエーションの開催、
自立を助ける地域ケア体制の整備、また在宅福
祉サービスなどを強化。支え合いの精神を大切
にしながら、ニーズに応じたサービスを提供し
ていきます。
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日
本
の
中
央
に
位
置
し
、
国
内
の
主
要
な
経
済
圏
を
結
ぶ
高
速
道
路
が
結
節
す
る
関
市
。

交
流
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
を
市
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
ま
す
。

さ
ら
に
人
に
優
し
い
交
通
や
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

● 国土の中央から広がる高速道路網の整備
を促進します

● 近隣主要都市を結ぶ国道、県道の整備を
促進します

●安全で便利な市道網整備を推進します
● 安全に市街地散策できる遊歩道や歩行者

道の整備を推進します
● 生活に欠かせない市道機能の維持管理を

推進します

● 便利で快適な交通機関、鉄道、バスの
運行充実を促進します

●地域の情報格差是正を計画的に推進します
● 情報通信基盤とアプリケーションの均衡

ある整備を促進します

● 地域の特性を活かし、地域の活力の向上
を促進します

公共交通

情報通信

地域振興

25S E K I

第 2 章第 2 章

東海北陸自動車道や東海環状自動車道、近隣主要都市を結ぶ幹線道路、長良川鉄道や幹線バス
路線などの公共交通機関の活用と整備を推進。支線となるコミュニティバスやNPOによる輸
送サービスなども組み合わせ、便利で快適な生活をサポートします。

緑豊かな美しいまちには人々が集い、活気を
生み出します。散策する人も増え、心身のリ
フレッシュにつながる効果も。市民が自然に
歩きたくなるような、人にも地球にも優しい
道路整備を推進します。

関市は地域によって様々な特徴があります。地域
の特産品を加工して販売したり、イベントを開催
するなど、地域の活力向上を促進していきます。

行
き
か
い
、ふ
れ
あ
い
、

　
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
ま
ち

第4次総合計画

道　　　路



水と緑の交流文化都市
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● 伝統産業と新産業が共栄する都市形成に
向け伝統産業の振興を図ります

● 定住人口増加につながる新産業の振興、
企業誘致を推進します

●ものづくり都市の生産力を維持するため、
市内就労、市内就業を促進します

●市街地の賑わい復活を計画的に推進します
● 身近な商店に購買客を呼び戻すための商

業活動を促進します
● 消費生活に潜む危険や不当な行為の排除

を促進します

●「安全でおいしい食を供給する地域農業」
の生産力向上を促進します

● 農業経営の基盤強化につながる畜産を振
興します

● 森林が持つ多様な機能の向上につながる
森林整備を促進します

● 林業の継続につながる林業生産力の向上
を促進します

● 観光資源を活用した滞在型観光を促進
します

伝統産業・新産業

労　働　力

農　　　業

林　　　業

観　　　光

商業・消費

関市は昔から刃物のまちとして栄え、各種刃物産業
が盛んです。こうした伝統産業を振興して関ブラン
ドを形成。新産業との共栄を図ります。

観光は有力な成長産業の1つ。刃物まつりや小瀬鵜飼
をはじめ、恵まれた自然環境を活かしたレジャーや特
産品開発等を推進し、滞在型の観光を振興します。

豊かな森林資源を持つ関市。担い手の高齢化や経営コストの上昇な
ど厳しい状況が続いていますが、県産材利用の促進などを通して林
業の振興を図ります。

刃
物
を
は
じ
め
各
種
も
の
づ
く
り
産
業
を
支
援
し
、

地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
産
業
が
定
着
す
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
林
業
・
観
光
業
の
支
援
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

第 3 章第 3 章

伝
統
の
わ
ざ
と
新
し
い
技
術
が

　
織
り
な
す
力
強
い
産
業
の
ま
ち

第4次総合計画

食への関心が高まり、安全・安心な食材が求められています。
こだわり農業の促進や労働生産性の高い農業への転換など
を図り、地域農業をサポートします。
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人
々
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
最
低
限
の
土
地
・
資
源
の
利
用
を
進
め
、

人
と
地
球
の
共
生
を
持
続
で
き
る
ま
ち
を
実
現
。

ま
た
、「
こ
ぎ
れ
い
な
ま
ち
」を
目
指
し
た
環
境
美
化
活
動
を
進
め
ま
す
。

第 4 章第 4 章

安心して暮らせるよう優良住宅の供給を進め、地震に
強い家づくりのための助成も行っています。

美しく、親しみやすいまちなみを作るため、街路
樹の整備や電線の地中化などを推進しています。

人
と
地
球
が
共
生
で
き
る

　
安
全
・
安
心
で
快
適
な
ま
ち
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第4次総合計画

地震や洪水、火事などの災害は突発的に起きるもの。日
頃から防災意識を高め、万一の事態に備える必要があり
ます。避難訓練や体験イベントへの参加を促すとともに、
市民どうしの助け合いの意識を高めていきます。

全国に先駆けて導入した、災害時の後方支援バス
「あんしん号」。地震や洪水などの非常時には現場
へ出動し災害対策本部となり、現地での拠点施設
として被災者の応急手当や救助要員の搬送などを
行うことができ、安心・安全なまちづくりのため
の力強いサポートが期待されます。

交通事故のないまちを目指して、
街頭指導や交通教室などによる啓
発、交通安全ボランティアの育成
を図ります。



● 環境を守るルールの遵守を通じて環境保
護意識の強化を図ります

● さまざまなかたちで地球市民が主役とな
る環境保護活動を促進します

● 資源枯渇防止に有効な廃棄物のリサイク
ル化を促進します

● 広範な地域の環境破壊につながる公害の
監視を推進します

●身近な感染予防、公衆衛生を推進します

● 都市計画区域内の市街地形成を計画的に
促進します

● 土地利用の基礎的資料となる正確な土地
情報の整備を推進します

● 整然とした宅地整備に向け、区画整理事
業を促進します

● 市街地の居住に便利な住居表示を推進
します

●市域の整合ある土地利用を計画的に推進
します

● 適正な土地利用による開発事業の実施を
促進します

環境・美化
● 景観条例に基づき、景観保全を計画的に

推進します
● 地域の景観に配慮した公共施設整備を

促進します
● 見た目にも快適な道路となる沿道の修景

整備を推進します
● 集い、語らい、やすらぎ、親しみが持て

る公園を充実します

● 定住人口の増加につながる快適で安全な
民間住宅の建設を促進します

●住宅弱者の居住の保障を促進します
● 過疎地域の定住人口増加につながる住宅

整備を推進します

●墓地・斎場を適正に運営します

●「安くて・安全・おいしい関市の水」の
安定供給を確保します

● 都市の水循環に大切な役割を果たす下水
道整備を推進します

● 下水処理場からの放流水質の向上を推進
します

● 市街地の降雨災害を防止する都市排水機
能を強化します

● 地域防災力の向上を図るため、防災対策
を計画的に推進します

● 消防組織の火災、救助に対する消防力の
強化を促進します

● 自主防災組織による市民の防災行動力の
充実を促進します

●災害の多様化、大規模化に対応するため、
消防の広域化を推進します

● 河川の氾濫による水害への対応力を充実
します

● 有事の際に計画に従った措置を適正に
実施します

● 安全・安心な市民生活の維持に向け、
犯罪の抑制を促進します

● 交通弱者の安全を重視した交通安全意識
の定着化を推進します

● 交通弱者も安心して通行できる地域事情
を考慮した安全施設の整備を推進します

●水害から市民を守るため、総合治水対策、
護岸、堤防整備を推進します

● 林地の治山工事を促進することで、多様な
機能を保全し、下流域の災害を防止します

● 土石流の発生やがけ崩れの発生を防止
するため、砂防工事を促進します

防災・防犯

下　水　道

水　　　道

交通 安 全

治山・治水

住宅・宅地

火葬場・斎場

景観・緑化・公園

都市計画・土地利用

リサイクル施設

関市総合斎苑わかくさ

高井坪配水池

水と緑の交流文化都市
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中池公園や百年公園といった大規模な公園から、
ポケットパークなどの身近な公園まで、憩いのス
ポットが充実しています。

下水道の整備を進め、水洗化を促進。同時に、老朽化した施設の
更新や耐震機能の強化などにも取り組んでいます。

マンホールのフタは刀鍛冶と
小瀬鵜飼をデザイン。



関
に
は
鵜
飼
や
刀
鍛
冶
な
ど
、
誇
る
べ
き
伝
統
技
術
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

郷
土
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
で
豊
か
な
感
性
を
育
む
と
と
も
に
、

志
を
持
つ
自
立
し
た
青
年
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

第 5 章第 5 章
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郷
土
を
誇
り
に
思
い
、豊
か
な
心
と

志
を
持
つ
市
民
が
育
つ
ま
ち

第4次総合計画

子どもたちが健全に育つよう、市内一斉あいさ
つ運動や地域社会との交流、社会奉仕活動など
を推進。子ども見守りボランティアの登録者も
募っています。さらに子どもを犯罪から守るた
め、防犯活動も活発に行っています。

関市総合体育館内温水プールや中池市民プール、武芸
川健康プールなどの水泳施設も豊富。水中運動教室な
ども行っており、健康増進を支援しています。

スポーツは、心身の健康を維持するのにとても有益です。
体育館の開放やスポーツ教室の開催などを通じて実践す
る機会を広げています。

子どもたちの安全、安心な居場所と
して、地域の方が講師となり、放課
後や休日に体験活動を行っています。

高等学校教育では、学力と技能が身
につく職業教育事業を推進。また情
報社会に対応してIT授業も取り入れ
ています。
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関市立図書館は、インターネットやAVコーナー、せき・わ
かくさ文庫など充実した内容。2つの分館、3つの分室の他、
支所や各地域のふれあいセンターでも図書館の本を利用で
きます。

塚原遺跡では、縄文〜古墳時代の竪穴住居や古墳などが発掘
されました。これらが復元・展示されているのが塚原遺跡公
園。展示館には出土品が置かれ、当時の生活を学習できます。

体力を向上させるとともに親睦を図るため、関市駅伝競走
大会を開催。学生から壮年世代まで、幅広い年齢層の市民
が関市内を駆け抜け、爽やかな汗を流します。

●市民と行政が協働して、生涯学習まち
づくりを推進します

●生涯学習と出会い、生涯学習への理解を
深める機会を充実します

●生涯学習の活動拠点を充実します

●公民館活動などを通じ、家庭、地域など
での社会教育を促進します

●スポーツの普及を計画的に推進します
●スポーツと出会い、スポーツを実践する
機会を拡充します

●施設を充実させ、スポーツに親しむ環境
を整えます

●スポーツを普及し、日常化を図るための
指導体制を充実します

●知識向上に役立つ図書館の活用を促進します

●青少年が健全に成長できるよう、環境を
整備し、自立を促します

●多感な幼児期の学力向上を図るため、
幼児教育を充実します

●志ある青年への成長の礎となるよう、
確かな学力と豊かな人間性を育む教育
を充実します

●安全でゆとりある教育を実施するため、
教育施設を充実します

●安全・安心な学校生活を維持するため、
児童生徒の健康の見守りを充実します

●実践力ある社会人、地域人を育むため、
高等学校教育を充実します

●歴史・伝統ある郷土文化の保存・継承・
活用を推進します

●文化活動に参加できる機会を充実します
●文化への理解を深めるため、身近な文化
施設を充実します

生涯学 習

青　少　年

学校教育

図　書　館 文化・文化財

社 会 教 育

ス ポ ー ツ

生涯学習は、生きがいのある毎日を創出します。人づくりを通
してまちづくりへとつなげていけるよう、市民と市が協働して
取り組んでいます。

義務教育は人づくりの基盤となるもの。確かな学力とともに豊かな心を育む
ため、地域社会と一体になった教育も推進しています。また、小学校低学年
の個性を伸ばすため、わかあゆプラン事業も展開しています。



市
民
が
描
く
夢
を
実
現
す
る
に
は
改
革
と
協
働
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

市
民
目
線
に
よ
る
コ
ス
ト
・
成
果
志
向
の
行
政
運
営
を
進
め
る
と
同
時
に
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
合
っ
て
目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

改
革
と
協
働 

行
政
目
線
か
ら
市
民
目
線
、

管
理
か
ら
経
営
へ
の
転
換

第 6 章第 6 章

第4次総合計画

●総合計画を基本とする政策体系を明確に
し、効率的な行政経営を推進します

●行政活動の成果を明確な基準で評価する
行政評価システムを適正に運用します

●透明性の高い堅実な財政運営を推進します
●行政改革大綱に基づき計画的かつ確実に
改革を推進します

●公有財産の取得、管理、処分の適正な
実施を推進します

●自立した経営に向け、財源の確保を推進
します

●自律ある行政経営のため、職員の資質向上
を図ります

●事務の適正な執行を推進します

●協働の基本的なルールづくりを推進します
●市民目線の「情報の取扱い」「適正な手続」
を充実します

●市民活動の広域化につながる広域的連携
を推進します

行財政改革

都市間交流・広域行政

協　　働

地元の大学と行政が、様々な分野
で包括的に連携、協力し、地域が
抱える課題に対応するため、官学
の連携協定を締結。市民協働も積
極的に実践し、大学の持つ知識を
活用して市民活動や行政活動をさ
らに活性化させます。

水と緑の交流文化都市
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「行政主導」から「市民主体」の行政運
営への転換をするため、固定観念に
とらわれない柔軟な思考と行動力
で、多様な市民ニーズに迅速かつ的
確に対応できるよう組織全体として
総力を揚げて行政改革を進めます。
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市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
と
の
対
話
を
通
し
て
、
市
政
に

対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
ご

意
見
や
提
言
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く「
車
座
集
会
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　「
車
座
集
会
」は
、
各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
単
位

で
6
人
か
ら
15
人
程
度
で
開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の
市
全
体

ま
た
は
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
ひ
ざ
を
付
き
合
わ
せ
て
語
り
合
う
会
で

す
。
年
間
100
回
の
開
催
を
目
指
し
ま
す
。

市長と「車座集会」

日本一しあわせなまち、関市を
“市民の手”で創ろう。

関の宝を掘り起こす！
郷土・せきブランドの発掘。

　広報発信力に力を注ぎ、今ある資産、市民の暮らし、地域の特長を
活かした、みんなが自慢できるまち・関市ブランドを推進します。

5

“市民主権、市民自治”
自分たちのことは自分たちで決める社会に。

　関市をつくっているのは、市民一人ひとりの力です。声の届く市政と
は、直接伝えることができる環境であり、参加できる市政です。行政
と地域、行政と市民がともに知恵と力を出していく行政をめざします。

1

“見える市政、届く声”
信頼される行政運営を。

　急変する時代でも持続可能な財政運営をめざし、学校耐震化や上
下水道など必要な設備には投資を行うとともに、お金の使い道をハー
ドから、心のつながりを醸成するソフトへと転換します。

2

“子育て、教育、まちぐるみ”
未来の宝、子どもたちに投資します。

　子どもたちこそ、未来の宝。これからの関市を担う子どもたちの教育・
子育て環境に投資して、子どもたちの笑顔と、見守る家族や地域の笑
顔を増やします。

3

“弱者にやさしい「まち環境」へ”
意味ある医療・福祉・まち整備を計画。

　市民一人ひとりの大切な「命」を守ることが政治の使命。お年寄り
や障がい者の方も安心して住みやすいまちになるよう、医療や福祉の
充実、環境整備をめざします。

4

市民のみなさんの知恵と力を集め、一緒にまちを創る1

貴重な税金を1円たりとも無駄にせず、「最小費用で最大効果」を生む行政をめざす2

情報公開と説明責任を果たす、オープン（開かれ）で、フェア（公平公正）な市政3

市民改革2011  〜基本姿勢3本柱〜

 しあわせなまち・関市にするための
5つの改革の取り組み

若者が活躍できるように、子どもたち、孫たちのために、住みやすく自慢できるまちを！



関
市
民
憲
章

わ
た
く
し
た
ち
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

伝
統
あ
る
刃
物
の
ま
ち
の
市
民
で
あ
る
こ
と
に

誇
り
と
責
任
を
持
ち
、
感
謝
の
心
で
郷
土
を

住
み
よ
く
す
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
ま
す
。

　
育
て
よ
う
　
こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

　
鍛
え
よ
う
　
か
ら
だ
丈
夫
な
ま
ち
づ
く
り

　
伸
ば
そ
う
　
希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

（
昭
和
50
年
10
月
15
日
制
定
）

■市のキャッチフレーズ

■シンボル
　マーク

■市の色／わかくさいろ

イメージキャラクター
関＊はもみん

■市章

ときめき  きらめき  いきいき  せきし

■姉妹都市
　モジ・ダス・クルーゼス市（ブラジル）

■姉妹都市
　富山県氷見市

■友好都市
　黄石市（中国）

姉妹都市・
友好都市提携

■市の花／きく ■市の木／すぎ ■市の鳥／かわせみ ■市の魚／あゆ

未
来
に
は
ば
た
く
関
市

　
日
本
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
す
る
関
市
は
、
豊
か
な
山
々
と
清
ら
か
な
川
に
育

ま
れ
、
文
化
や
産
業
が
息
づ
き
、
歴
史
が
薫
る
ま
ち
で
す
。
清
流
長
良
川
で
は

一
千
有
余
年
の
長
い
歴
史
を
持
つ
小
瀬
鵜
飼
が
行
わ
れ
、
古
く
は
鎌
倉
時
代
よ
り

わ
が
国
最
大
の
産
地
と
し
て
刀
鍛
冶
が
栄
え
、
そ
の
伝
統
は
脈
々
と
今
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
平
成
十
七
年
の
合
併
で
市
域
が
大
き
く
広
が
り
、
そ
の
地
形
は
あ
た

か
も
鳥
が
翼
を
広
げ
て
飛
び
立
つ
姿
を
想
像
さ
せ
ま
す
。
東
海
北
陸
自
動
車
道
と

東
海
環
状
自
動
車
道
の
結
節
点
と
い
う
地
の
利
を
活
か
し
、
地
場
産
業
の
刃
物
だ

け
で
な
く
、
自
動
車
関
連
産
業
な
ど
が
数
多
く
進
出
し
、
本
市
は
活
力
あ
る
産
業

都
市
と
し
て
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
へ
飛
躍
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
と
り
あ
っ
て
、
未
来
に
は
ば
た
く
関
市
を

創
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

関市長　尾関 健治
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わ
た
く
し
た
ち
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

伝
統
あ
る
刃
物
の
ま
ち
の
市
民
で
あ
る
こ
と
に

誇
り
と
責
任
を
持
ち
、
感
謝
の
心
で
郷
土
を

住
み
よ
く
す
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
ま
す
。

　
育
て
よ
う
　
こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

　
鍛
え
よ
う
　
か
ら
だ
丈
夫
な
ま
ち
づ
く
り

　
伸
ば
そ
う
　
希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

（
昭
和
50
年
10
月
15
日
制
定
）

■市のキャッチフレーズ

■シンボル
　マーク

■市の色／わかくさいろ

イメージキャラクター
関＊はもみん

■市章

ときめき  きらめき  いきいき  せきし

■姉妹都市
　モジ・ダス・クルーゼス市（ブラジル）

■姉妹都市
　富山県氷見市

■友好都市
　黄石市（中国）

姉妹都市・
友好都市提携

■市の花／きく ■市の木／すぎ ■市の鳥／かわせみ ■市の魚／あゆ
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